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ワールドラグビー 、サー・ビル・ボーモント会長から一言:

「ラグビーワールドカップ 日本大会は、試合はもちろんピッチ外においても素晴らし

い大会となりました。世界中で 億 万人が観戦し、その多くが今回初めてラグビー

をフォローしたアジアの人々であったということだけでなく、 億ポンドの経済効果も生

み出すという大きな成果を挙げた大会となりました。」

「 レガシープログラムを通じてラグビーをプレーしたアジア全域の新規参

加者 万人に加え、我々には、アジアの将来に大きく期待する理由がたくさんありま

す。」

• ラグビーワールドカップが初めてアジアで開催されたことにより、アジア全域でラ

グビーへの関心が高まった。関心度の上昇率は日本とインドで最も高かった。

• ラグビーワールドカップ はアジアにおいて多くの新規ラグビーファンがラグビ

ーを知る機会となった。日本では、ファンのほぼ半数がラグビーに興味を持ち始め

てから 年足らずだった。中国においては、ラグビーワールドカップをフォローし

た人の パーセントが初めてだったと答えている。

• ラグビーワールドカップ は、日本での累積合計視聴者数が 億 万人に

達するなど、アジアで非常に多くの人たちがテレビ中継を観戦した。タイ、フィリ

ピン、マレーシア、そしてベトナムが世界のテレビ視聴者数の上位 カ国入りし、

東南アジアにおける大会への大きな関心が示された。

• この大会は、アジア全域で 万人の少年少女たちが レガシープロ

グラムに参加し、またチャイルドファンドのパス・イット・バックイニシアチブを

通じてアジアの厳しい環境で暮らす 人の子供や青少年達がラグビーとライ

フスキルを学ぶなど、大会後も長く続くレガシーを残した。

• インドの人口の パーセントがラグビーファンであり、 年の数字と比較する

と パーセント増だった。

年、ワールドラグビーはニールセン社に調査を依頼、 カ国を対象にデータ収集を行

い、世界のラグビーの現状と、ワールドラグビーが果たした過去１年間の進捗状況につい

ての理解を深めた。

データをまとめるにあたり、ニールセン社は 年 月に対象者に 分間の深掘りイン

タビュー調査を行った。インタビュー調査は、ラグビー伝統国 カ国及び新興国５カ国を

対象に、 カ国当たり 名の代表的回答者と 名のラグビーフォロワー回答者を選ん

で実施した。

また同社 の世界的調査の一環として カ国において、「ラグビーユニオンに

どのくらい興味があるか？」という質問を行った。この質問に対する回答に基づき、「ラグ

ビーフォロワー（少し興味がある〜非常に興味がある）」、「ラグビーファン（興味があ

る〜非常に興味がある）」、そして「熱心なファン（非常に興味がある）」のカテゴリーに

それぞれ分類し、人数の計算を行った。 調査では、各国において 歳から

歳までの代表的回答者を少なくとも 名選び質問した。



ニールセン社はその後、回帰分析を用いた統計技術を使ってその他 カ国のラグビーファ

ン人口を予測し、 カ国に関する全体的な状況を浮き彫りにした。

この調査により、アジアラグビーに関するいくつかのテーマが明確になった。アジアで開催

更田初めてのラグビーワールドカップによって、アジア全域でのラグビーへの関心度は著し

く高まった。開催国にとってもラグビーワールドカップへの大きな関心が集まり、大勢の日

本人ファンがスタジアムを埋め尽くし、またテレビ中継で大会をフォローした。関心の高ま

りを見せたのは日本だけにとどまらず、新興国、特にインドで大きな高まりを見せた。この

成長を大きく牽引したのが女子ラグビーであり、女子ラグビーへの関心度はインドで パ

ーセント、日本で パーセント高まった。

史上、世界中で最も注目されたラグビーワールドカップを開催したことで、あらゆるタイプ

のラグビーへの関心を高めた日本。 

• 日本では、 年現在のラグビーフォロワー数は 万人以上に上り、この数は

調査対象となった人口の６割を占めている。

• 年日本における男子ラグビーへの関心度は パーセントから パーセントに

上昇した。

• 女子ラグビーへの関心度も パーセントから パーセントに上昇。

• また、日本ではセブンズへの関心度も パーセントから パーセントに上昇し

た。

日本人の心を掴んだラグビーワールドカップ 2019

• 年、ラグビーフォロワーの パーセントがクラブラグビーに代わってブレイ

ブ・ブロッサムズを応援しており、ラグビーワールドカップ によって、日本代

表チームを応援する気運が高まった。この数字は 年に比較するとほぼ３倍の伸

びを示しており、日本国民を引き込んだワールドカップの成功を物語っている。
• について知っていた日本人のほぼ が 試合以上を生中継で観ており、試合

やハイライトを観なかった、あるいはニュースなどで大会をフォローしなかった人

は 人中１人以下だった。

• 日本で大会が開催されたことを知っていた人のうち パーセントが、この大会が

年に観たスポーツイベントで最高のイベントだったと答えている。

• 大会のテレビ放送累積推計視聴者数は 億 万人に上り、大会をフォローして

いた日本人は膨大な人数だったことがわかる。

• 日本人のラグビーワールドカップ全般への関心度も パーセントから パーセン

ト（ 年）に上昇した。

• 大会について知っていた人の パーセントがこの大会は日本人の想像力をかきたて

たと答えている。

ラグビーワールドカップがアジアのラグビーファン人口の増加を促している。 

• 日本における男子ラグビーファンのおよそ半数がラグビーに興味を抱き始めてから

年足らずであり、新規ファン層が急増している。

• 中国のラグビーワールドカップのフォロワーの パーセントが、初めてだったと答

えている。



• インドでは、男子ラグビーへの関心度が パーセントから パーセントに上昇し

た。

• インドの人口の パーセントがラグビーファンであり、 年から パーセント

の伸びを示している。

• ラグビーワールドカップ は重要なレガシーを残す大会だったと期待されてお

り、大会について知っていた日本人の パーセントが、この大会のおかげでラグビ

ーの人気は上がるだろうと答えている。

• タイ、フィリピン、マレーシアそしてベトナムがワールドカップ のテレビ放送

国別視聴率の上位 カ国入りするなど、東南アジアにおけるラグビーの目覚ましい

拡大があった。

ラグビーはアジアでより影響力を強めている。

• 中国の男子ラグビーのフォロワーの パーセントが「自分には応援しているサポ

ートクラブチームがある。」と答えている。

• 日本の男子ラグビーのフォロワーの パーセントがスポーツは自分の人生の重要

な一部であると答えている。

• インドでは、男子ラグビーのフォロワーの パーセントが「ラグビーユニオンに

関する最新ニュースを追っている」と答えた。

• インドでは、男子ラグビーのフォロワーの パーセントが「ラグビーユニオンは自

分の人生の重要な一部である」と答えている。

• インドでは、男子ラグビーのフォロワーの パーセントが「自分が暮らすコミュニ

ティーにとってラグビーユニオンは非常に重要だ、と答えている。

女子ラグビーはアジアで拡大している。

• インドにおける女子ラグビーへの関心度が 年の パーセントから パーセン

トに上昇した。

• 日本における女子ラグビーへの関心度は 年の パーセントから パーセン

トに上昇した。

• インドにおける女子ラグビーのフォロワーの パーセントが女子ラグビーに関する

知識は年々高まっていると答えている。

• インドにおける女子ラグビーのフォロワーの パーセントが女子ラグビーの水準は

年々上昇していると答えている。


